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1．緒　　言

　食品中に存在している第2級アミンと亜硝酸塩は体内

で発がん性ニトロソアミン類を生成することが明らかに

なって以来，食品添加物として認められている発色剤に

感心が高まるようになった．

　EC（ヨーロッパ共同体）1）では，亜硝酸塩類は，保

存料として，ソビエト2）では品質改良剤として，食品に

添加されているが，日本では，食品に紅色系の色を出す

ために発色剤として用いられている．

　対象食品及び使用量には基準3》が次のように設けられ

ている．

　亜硝酸ナトリウムは食肉製品，鯨肉べ一コンに0．07

g／kg以下（亜硝酸根としての残存量），魚肉ソーセー

ジ，魚肉ハムに0．05g／kg以下（亜硝酸根としての残

存量♪，いくら，すじこ，たらこに0．005g／kg以下

（亜硝酸根としての残存量），硝酸カリウム及び硝酸ナ

トリウムは食肉製品，鯨肉べ一コンにO．07g／kg以下

（亜硝酸根としての残存量）となっている．

　井上4⊃は昭和47年に，また我々は前報5）において市販

のハム，ソーセージ及びべ一コンの亜硝酸の残存量につ

て報告した．

　しかし年間を通しての食品中の亜硝酸残存量について

の報告はほとんど見られない．

　今回は2ケ月ごと1年を通して，いくら，すじこ及び

たらこを対象として，亜硝酸の残存量，亜硝酸の残存量

と価格との関係及び着色料使用との関係について調べそ

の結果が得られたので報告する．

2．分析方法

　試薬

　前報5｝に準じて行なった．

　器具

　分光々度計：ミルトンロイスペクトロニック601型以

外は前報5）に準じて行なった．

　試料

　各試料は，昭和61～62年都内及び近県のデパート及び

スーパーで購入した，価格，品質，性状等異なった，い

くら10種類（価格100g当り500～1，600円前後），す

じこ5種類（価格100g当り200～600円前後），及び

たらこ10種類（価格100g当り200～800円前後）を同

じ店で同じメーカーのものを2ケ月ごと1年間通して購

入して用いた．

　操作

　前報5｝に準じて行なった．

食品衛生学第1研究室

3．結果及び考察

　（1）表1にいくら，表2にすじこ及び表3にたらこの

亜硝酸残存量の結果を示した．

　②　表1に示す通り，いくら中の亜硝酸検出量を平均

値で比較すると，11，12月が3．13mg／kg及び9，10月が

2．　5　mg／kgと高い値であった．1，2月が0．74　mg／kg

で最も低い値を示している．

　しかし，各試料間の変動幅はかなり大きいので，これ

らの平均値間に有意差は認められない。とはいえ，9，

10月の試料Nα　3，4，6，7では1，2月の試料の3～7倍，

また，11，12月の試料Nα　1，5，6では1，2月試料の4～

30倍の高い検出量を示している．

（33）



表1

　　　　南雲葉子・舘野つや子

いくらの月別による亜硝酸残存量
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　　　表2　すじこの月別による亜硝酸残存量

試料 3，4月　　5，6月　　7，8月　　9，10月　11，12月　　1，2月　　平均
（mg／kg）　　（mg／kg）　　（mg／kg）　　（mg／kg）　　（皿g／kg）　（mg／kg）　　（mg／kg）
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表3

　　＊2入手出来なかった試料

たらこの月別による亜硝酸残存量
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食品中の亜硝酸の定量

　（3｝表2に示す通り，すじこ中の亜硝酸検出量を平均

値で比較すると，7，8月が6，13mg／kg及び9，10月

が3．　33　mg／kgと高い値であった。1，2月が1．25mg／kg

で最も低い値を示している。

　しかし，各試料間の変動幅はかなり大きいので，これ

らの平均値間に有意差は認められない。とはいえ，7，

8月の試料Nα　1，3，5では1，2月の試料の4～14倍，ま

た，9，10月の試料Nα　1，2では1，2月の試料の3～4

倍の高い検出量を示している．

　（4）表3に示す通り，たらこ中の亜硝酸検出量を平均

値で比較すると，7，8月が3．13mg／kg及び5，6月が

2．89mg／kgと高い値であった。1，2月が1．20　mg／kg

と最も低い値を示している．

　しかし，各試料間の変動幅はかなり大きいので，これ

らの平均値間に有意差は認められない．とはいえ，7，

8月の試料Na　2，3，4，10では，1，2月の試料の3～8倍，

また，5，6月の試料No　1，3，4，　8は1，2月の試料の3

倍の高い検出量であった。

　いくら，すじこ及びたらこの使用基準は，0．005g／

kg以下の残存量であるが，このように，ほとんど（いく

ら5試料，すじこ2試料が基準値を超えていた）使用基

準以内であった．

　季節毎にまた，試料毎に若干の変動が見られる。特に

亜硝酸残存量が，すじこ及びたらこでは7～10月，いく

らでは11～12月に高い値を示すものが多く，これに対し

1～2月には概して低い数値を示しているが，これらの

結果と季節との関係はまだ明確に証明するには至らなか

った．

　（5）表4に示す通り，いくら，すじこ及びたらこの発

色剤添加の表示のあったものは，いくら67％，すじこ41

％及びたらこ42％であった。

　表示の有るものと，無いものでは，亜硝酸残存量には

ほとんど差はみられなかった。

表4　発色剤，着色料の表示の有無と亜硝酸残存量

添加物表示 試料延数 添加物使用率　亜硝酸残存量　　平均
　　（％）　　　　　　　（mg／kg）　　　　（mg／kg）
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　（6｝表4に示す通り，すじこ及びたらこの着色料使用

率は，すじこ23％及びたらこ62％であった．いくらには，

着色料は全く使用されていなかった．

　（7）価格の差によるいくら，すじこ及びたらこの亜硝

酸の検出量には有意な相関は全くなかったa
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